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キャスト：渡辺 大、山本 博子、青田 典子、風間 トオル、谷 和憲、 他

『らん・ラン・RUN!』

2008年秋劇場公開予定最新作
映画『らん・ラン・RUN！』でヒロイン役に決定！

オーディション応募についての詳細はP.124へ！！

やまもと ひろこ　◎出身地：千葉県　『らん・ラン・RUN!』佐伯 小夜役
♥ファンレターの宛先♥〒105-0021 東京都港区東新橋2-18-2汐留シオサイト　グラ
ディート汐留3F　ミライ・アクターズ・プロモーション「ファンレター係」まで
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映画『らん・ラン・RUN!』佐伯 小夜役

山本 博子さん山本 博子さん山本 博子さん山本 博子さん

̶̶映画『soeur～スール～』の準主役に続き、映画『らん・ラン・RUN！』でもヒロインと

いう大役に抜擢されました。オーディションのために、どんな準備をしましたか？

山本さん「４人一組でのお芝居で、当日にならないと、その中からどの役に当たるのかは

わかりませんでした。私は器用な方ではないので、頭のなかでそのシーンを想像して、す

べての役について実際に動いてみる。それを何度も繰り返して準備しました」

̶̶オーディションの手応えはありましたか？

山本さん「やはり、ドキドキしてしまいました。審査員の方に向けての自己PRも緊張しま

した。でも、オーディションは２度目だったので、初めてのときよりは、満足のいくアピー

ルができたと思います」

̶̶今回の映画主題歌アーティストのオーディションも受けられ、抜擢されました。お気

持ちはいかがですか？

山本さん「もともとは歌手志望だったので、役者だけでなくアーティストのオーディショ

ンにも挑戦しました。まさかダブルで抜擢されるとは思わなかったので、夢のようです

（笑）」

̶̶現場にはどのような気持ちで臨んでいますか？

山本さん「私が演じる小夜は、恋に悩んでいる女の子。男性キャストの迫力のあるアクシ

ョンシーンが多いスリリングな作品のなかで、ホッとしたり、ハッピーになれるような空

気を出せたらいいなと思っています」

̶̶男性が多い現場は、雰囲気はまた違いますか？　現場は楽しめていますか？

山本さん「スタッフの方も含めて、みなさん優しいです。撮影の合間も話しかけてくれて、

リラックスできる空気を作ってくれました。本当に、ほんの少しずつですが、現場を楽し

めるようになりつつあります。でも、もっと楽しむ方向に自分をもっていきたいです」

̶̶映画デビューしてから、変わったことはありますか？

山本さん「“見る側”から“見られる側”へと替わったわけですが、普段、生活していると

きから、“見られている”という意識を保つようになりました。いい意味でのプレッシャー

を、自分の糧にしていっています。また、以前は自分のことで精一杯でしたが、少しずつ、

周りにも目を向けられるようになりました。また、もっともっと成長したいという気持ち

が、作品ごとに強くなってきています」

̶̶家族や友達など、周りの反応に変化はありますか？

山本さん「この世界に入るとき、「やりたい」という気持ちはもちろんありましたが、不安

も少しあったので、家族や友達に相談をしました。家族は「反対」というよりも、「心配」

する気持ちが大きかったように思います。でも、オーディションに合格して、映画に出演

できるようになってからは、家族も喜んでくれ、いっそう応援してくれるようになりまし

た。自分はまだまだ力不足なので、悩んでばかりですが、みんなの応援に支えられてい

ます。

̶̶今後の夢や目標を教えてください。

山本さん「現場を経験するたびに、思うとおりにできない自分が悔しくて、俳優として、も

っと上を目指したい、もっと上手くなりたいという気持ちが強くなっています。そんな思い

をバネに、『らん・ラン・RUN！』のオーディションを受けて、２本続けて役をいただくこ

とができました。まずは、目の前の現場をしっかりとこなしたいと思います。常に貪欲さ

を忘れずに、成長を意識すれば、結果はついてくると思います。だから私は、演技だけで

なく、歌も努力してきたことが無駄ではなかったと思います」
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